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事

討

瞬

ま

り

も

い

よ

い

よ

士
雄
監
内
整
理
組
合
設
立
へ

新
木
削
航
機
繍
土
地
区
高
岡
終
液
聯
畿
は
、
土
地
阪
加
醐
帥
韓
議
事
業
区
山
慨
に
決
恕
さ
れ
た
緩
和
川
年
以
降
、
地
機
轡
と
需
の

る
阿
糊
向
が
強
ま
つ
ど

燃
で
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
愈
ま
し
た
。
そ
の
州
棟
、
日
年
に
穣
幾
掬
行
な
地
権
者
に
よ
る
同
組
合
で
行
う
ニ
と
を
決
定

2

ニ

こ
内
た
め
、
一
際
も
卒
く
事
繊
細
仲
畑
吋
を

う
し
た
之
と
か
ら
、
吋
白
骨
遠
の
批
判
は
、
自
分
違
の
事
で
庁
、
仏
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
叫
組
合
設
立
準
綴
余
が
務
カ
を
重
ね
、
聯

持
て
公
終
品
開
設
の
経
線
俊
樹
慨
を
行
い
、

前
協
議
擦
を
事
業
認
可
後
士
官
枕
付
つ
擦
に
惜
提
出
し
弔
会
る
8
月
に
〕
雄
総
合
管
機
一
る
ニ
と
が
で
き
ま
し
た
写
現
在
、
制
開
港
綴
会

市
部
柏
崎
町
利
回
増
増
進
を
紛
れ
る
よ
う
、
伎

で
は
、
総
数
事
議
総
殴
(
名
案
)
を
定
時
、
土
地
区
画
整
務
総
合
設
立
に
向
け
燥
機
畿
の
師
同
意
令
得
て
い

進
で
仲
は
み
や
ナ
い
紛
を
目
標
に
事
裁
を

す
。
寺
閏
は
、
ニ
的
事
業
的
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
間
同
い
骨
わ
せ
宮
一
覇
一
整
担
崎
滋

油
機
め
て
い
き
ま
す
。

こ
的
事
業
は
、

J
H
成

田

線

二

地

区

は

、

需

品

年

に

市

街

化

、

i
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章

受

豪

語

持

す

る

区

域

に

妻

。

昨

年

語

、

土

地

量

一

快

謹

怠

揮

鉢

一

約
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0
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μ

川

市

開

北

約

慾

綾

瀬

数

日

仏

壇

に

決

定

事

れ

ま

し

た

。
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H

M

義

的

関
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7

還

と

し

て

は

、

議

議

事

統

一

佳

唱

地

忠

一

タ
i
ル
音
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
回
道
路
、
総
側
綿
沿
線
)
及
び
然
一
磁

f
l
i
i
j
i
l
l
i
l
t
-
-
i
!
¥

総
務
専
問
問
鳩
域
と
な
っ
て
い
ま
す
り
そ
れ
で
は
、
新
木
駅
綴
総
が
ど
の
よ

A
土
地
利
用
針
磁
隠
土
地
利
照
的
機
況
は
、
大
半
が
農
地
う
に
変
わ
る
の
か
‘
築
業
計
療
を
お
知

駅
殴
仇
織
を
中
心
に
問
中
山
知
朗
門
状
で
、
そ
の
抽
出
山
林
、
涼
一
野
と
な
っ
て
お
ら
せ
し
ま
す
。

日
い
滋
誌
が
通
る
。
草
子
側
、
駅
や
り
‘
少
な
い
農
道
沿
い
に
伐
砲
が
仏
判
的

〈
土
地
利
用
計
一
劉
V

公
怒
へ
溺
じ
る
辞
行
者
等
鰐
滋
一
一
同
点
在
し
て
縁
っ
て
い
ま
子
。

絡
令
蜘
謂
掛
闘
す
る
牟
ど
、
静
行
翁
近
年
、
州
側
心
へ
の
交
滋
約
制
限
が
良
い
北
は
成
附
織
を
境
と
し
‘
如
聞
は
都
市

的
安
全
性
会
e
高
め
て
い
る
。
こ
と
か
ら
、
急
速
に
お
地
化
が
滋
み
、
泌
総
滋
同
時
3

5

‘
一
ぬ
珍
畑
山
戸
萩
密
・

こ
め
ま
ま
で
は
無
機
市
げ
に
市
街
化
各
れ
布
依
下
線
を
椛
と
し
た
復
措
で
校
奴
機

泌
を
し
ま
す
“

隅
刷
協
加
と
し
て
は
‘
新
た
に
設
け
る
駅

山
南
口
交
通
広
場
鴨
川
出
仰
を
商
業
系
に
、
…

相
酬
を
総
務
総
域
に
、
そ
の
飽
は
熱
一
一
理

料
開
印
刷
専
用
地
域
を
怨
的
略
し
て
い
ま
十
。

こ
う
し
た
こ
と
に
よ
旬
、
楠
冊
余
で
州
問

浦
湖
な
級
品
肱
制
日
を
も
っ
掛
川
外
総
議
地
と
し

て
鎌
田
拭
す
る
よ
今
、
公
会
柏
崎
設
を
総
務

し
ま
す
。

ま
た
、
桜
木
釈
や
公
糊
酬
に
窓
会
に
行

け
る
・
4
ヲ
、
横
行
緑
樹
特
例
市
道
路
を
経
僚

L
B
人
と
感
的
交
通
を
分
け
て
ゆ
が
管

内
後
会
性
を
確
保
す
る
計
総
主
な
っ
て

い
ま
す
。

〈
人
口
叫
一
副
簡
v

滋
訟
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ー
ヘ
ク
タ

ー
ル
あ
た
り
3
0
0
人
と
し
‘
地
隊
内

的
特
無
人
口
を
5
5
6
0
人
に
で
」
止
し

て
い
ま
す
。

〈
滋
制
措
計
衛
V

南
削
聞
に
綴
浴
剤
恥
削
減
殺
3
・
5
・
u
日

号
線
…
戸
新
聞
'
布
低
下
線
が
満
期
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
幹
線
を
斡
に
、
新
本
釈
に

激
ヒ
る
都
市
対
側
議
終
3
・
4
・
U
移

転
木
駅
前
線
へ
中
間
口
交
漁
広
場
2
0
0

0
平
方
い
川
を
会
む
」
及
川
V

布
佐
平
和
台

開
問
機
か
ら
滋
日
決
滋
広
場
に
通
じ
る
抑
制

市
町
可
制
緩
滋
務
3
・
5
・
n号
料
水
駁
・

指
数
中
悶
線
が
乱
射
日
幽
決
後
b

ぞ
れ
て
い
ま
ナ
勾

こ
の
地
隊
内
定
巡
る
2
本
の
斡
線
を

軸
に
、
制
愉
闘
H
9
い
け
の
協
間
勤
粋
総
滋
同
時
2

本
avw
…
犯
し
、
区
附
問
滋
山
間
に
つ
い
て
は
、

総
員
6
れ
そ
機
構
と
し
て
い
ま
す
α

ま

た
、
地
昨
戸
山
内
金
通
過
す
る
事
を
な
る
べ

く
な
〈
す
よ
う
計
総
ー
で
い
ま
す
。

9
H
M
以
上
的
滋
助
却
に
つ
い
て
は
、
恥
伊

車
滋
A

官
民
品
H
L、
事
行
緩
め
繁
栄
を
保

つ・
4
?計
滋
し
て
あ
り
ま
す
。

〈
鋒
氷
副
司
副
一
衛
〉

楠
山
水
と
汚
水
合
分
け
て
拙
叫
す
分
流
中
れ

と
し
、
滋
紛
れ
衝
に
あ
わ
せ
て
そ
れ
ぞ

れ
絞
殺
し
て
い
き
ま
す
。

〈

公

溺

計

麗
v

段
跳
公
開
聞
朝
品
開
院
(
悩
叫
m
l万
平
万
い
川
〉

ー
か
一
昨
と
胤
猿
公
開
蹴
4
か
所
を
瑚
池
波
紛

置
し
ま
す
初
総
一
朗
被
は
、
I
W
M
6
7
0

0
務
方
討
を
予
定
!
て
い
ま
す
@

こ
の
柏
崎
上
水
滋
、
電
気
、
忍
泌
に

日時 :10月四日{祝)

場所:市民鉢商館

梢
…
側
内
と
な
っ

大
会
が
、
今
年
も
行
わ
れ
ま
す
。
ど

な
ど
で
も
事
加
は
白
山
開
。
ニ
約
機
会

に
、
ぶ
家
族
で
、
次
論
陣
関
士
で
き
わ

や
か
な
げ
を
流

L
て
み
ま
せ
ん
か
a

wv
会
織
物
内
容
*
〆
イ
ン
・
ア
リ

!
ナ

i
左
記
ブ
口
プ
予
ム
め
と
お
り

ホ
サ
ブ
=
ア
リ
lae
ナ
・
壮
年
体
力
テ

ス
ト
空
一
デ
ニ
ス
・

3
iト
:
酬
明
式
・

軟
式
テ
ニ
ス
議
縫
合
*
野
市
部
場

E

，

グ
ラ
ウ
ン
ド
ブ
ル
フ
講
沼
会
=
統
合

*
ト
レ
355
ム
シ
グ
・
特
色
ιef

ム
9

各
種

畿
財
常
に
よ
り
体
力
ア
ソ
プ

。
な
お
、

Hn
抑
制
終
了
後
は
事
総
体
制
阿

倍
階
以
休
館
と
な
り
ま
す
。

V
問
問
い
合
わ
せ
中
市
災
体
育
館

官
(
訂

)
1
1
6
5
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級
品
相
続
年
竹
内
1
8
に
オ
i
ブ
ン
し
た
湾
総
関
纏
館
は
、
ま
も
怠
く
…
隠
餓
刊
川

豊

護

ま

す

。

品

草

壁

重

量

奪

還

し

警

は

縄

へ

1

1

9
万
人
。
世
間
山
山
糊
紙
片
師
、
問
闘
機
ガ
約

4
0守
万
露
、

A
V続
料
〈
c
m
M
、
F
T
i
フ
)

ガ
「
3
行

4
0
0
0点
C
の
ぼ
り
絞
宅
滞
緩
閲
態
態
で
は
、
柏
山
間
僚
議
蒸
し

て
燃
絞
J

措
法
忽
蝉
臨
し
を
開
催
し
設
す
の
で
、
ぜ
ひ
浅
山
山
お
け
く
だ
さ
い
。

1989. 10. 1 

中
鉢
に
建
設
中
的
援
士
山
岡
也
市
営
ル
怖
か
知

的
人
絞
殺
を
務
猿
し
ま
す
。

マ
入
騒
資
格
令
市
内
に
従
伎
し
、
井
出

民
受
録
を
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
市
内

に
勤
務
し
て
い
る
方
⑬
糊
A
K慾
滋
に

悶
悶
酬
明
し
て
い
る
労
③
2
人
以
上
で
生

計
を
双
て
て
い
る
お
め
母
子
住
宅
入

鼠
暗
殺
望
的
場
合
は
、
部
品
縞
滋
滅
的
ニ

r

も
を
品
開
獲
し
、
か
つ
市
が
肱
先
行
す
る
統

問
機
的
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
k

強

身
滋
者
般
市
議
入
絞
殺
線
的
犠
合
は
、
車

い
す
を
常
時
使
摘
し
て
い
る
身
隊
殺
が

い
る
世
慌
で
、
か
つ
身
体
隊
機
数
学
総

的
交
付
を
受
け
て
い
る
ニ
と

wv
入
級
資
制
惜
絞
入
基
準
者
l
お
よ
び

表

Z
内
と
お
り
ぞ
す
心
な
お
、
写
婦
、

老
人
は
抽
出
に
特
務
総
隊
が
あ
り
ま
す

v

v使
用
料
(
月
額
)

線
一
一
機
仲
開
港

:
4万
3
0
9
0
m
門

第
二
懲
役
議
:
3
万
3
0
0
0
円

wv
申
込
方
法
同
月
日
時
日
〈
尚
月
)
ま

rに

市
中
込
渠
に
必
嬰
事
項
を
た
入
の
?
え
、

総
務
術
品
神
淵
師
、
申
込
書
は
残
築
恥
期
待

謀
、
各
支
端
、
行
政
務
総
所
に
沼
立
し

て
あ
り
ま
す
e

w
v
m
u
合
お
せ
畿
築
勝
間
勘
付
録
鰍
綿
織
同
時

間
寸
〕
計
三

戸

也

怒

ふ

も

役

引

一

献ヲ
一
際

母
一
身

議
閣
[
油
消
辻
(
訂
ド
ィ
息
子
守
宮

内
M
m
一
T
I
?
宇
宙
の
神
間
世

V
線
開
時
松
居
庶
民
(
間
見
高
地
文
学
一
銭
)

v
m
M
時
間
月
5
日
(
本
)
午
後
1
時
か
綴
柑
噸
臨
問
中
巾
附
叫
ん
河
帥
聞
大
会
議
室

hz
侵

入

鴻

雪

量

劉

創

齢

制

創

)

芸
部
小
尾
院
議
決
(
葉
大
学
級

f
N門
同

汁

川

畑

は

は

ロ

¥

や

後

〉

吋

山

川

脱

的

姦

h

町

著

者

心

不

椅

ざ

と

。
一
T
l
す
わ
た
し
と
絵
本
子
氏
を
出
関
λ
で

G

〈
入
場
無
料
)

V
日
時
日
月
間
的
問
{
会
い
午
後
1
時
初

日
学
側
関
滋
絡
し
分
か
ら
3
時
却
分
〈
巾
島
国
周
知
名
党
滋
胤
}

た
初
代
移
験
問
問
機
マ
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
役
所
司
氏
名

曲
開
「
そ
よ
世
ぜ
号
L

(

ふ
り
が
な
}
、
港
一
滋
答
品
h
d
を
明
記
し
、

が
、
品
V
U
H
世
ら
薮
我
孫
子
1
8
5
5
ぬ
係
子
市
悶
山
附
凶
準
館

帯
十
災
に
な
り
ま
す
。
吋
著
者
を
慰
む
金
L

出陣へ

醐
閣
制
剤
欄
間

u
w
n
l
H
(
日
)
4
2
5
g
(
日
)

。
醒
賦
永
寸
糊
悶
裁
帥
開
山
刊
倣
?
の
あ
ゆ
み
」
を

等
兵
に
よ
り
紹
介

軍
機
端
間
市
民
間
同
議
総
本
隊
一
般
州
地
泌

総
額
骨
樹
齢
附
パ
ッ
グ
額
料
開
札
布
甥
問
問
中
、

20絞
で
小
品
奈
川
M
子
的
方
に
凶
凶
治
官
民
ハ

ソ
グ
を
器
科
叡
布
〈
先
議
S
G
9
0
名
〉

今
日
か
ら
お
い
川
制
限
持
制
問
募
金
運

動
が
ほ
と
ま
り
ま
し
た
徐

幾
年
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る
み

な
ぢ
ん
か
ら
の
終
窓
は
、
県
共
同
募

金
舎
を
泌
ヒ
て
、
問
時
総
総
統
帥
棚
設
や

役
会
福
祉
協
議
A

設
な
ど
の
悩
祉
問
体

に
胤
け
ら
れ
有
効
に
佼
わ
れ
て
い
ま

さき白から潔い羽根共間募金

vr 

今
年
も
あ
d

く
の
宵
的
ど
織
力
を
お

闘
い
し
ま
す
ロ

あ

同
月
2
日
ま
で
的
資
絡
山
県
得
者
)

向
山
品
例
年
波
中
に
際
線
機
開
問
に
か
か
ら
を

か
っ
た
方
(
宿
科
は
絞
〈
〉

効
附
閥
民
健
脚
相
旧
開
設
授
を
完
納
し
て
い
る

歌
織
に
附
糊
し
て
い
る
万

同
短
期
人
約
ド
ッ
ク
を
没
検
し
た
畿
.

3
年
以
上
経
逸
し
て
い
る
方

同
門
微
鏡
人
間
関
ド
ン
ク
実
誕
時
じ
治
療
中

で
な
い
方

V
受
檎
蜘
側
関
口
附
け
l
D
n
か
ら
平
成
2

年
3
同
月
四
日
ま
で

中
間
一
例
制
内
総
康
保
険
で
は
、
布
市
陸
部
会

同
協
力
に
よ
り
縦
納
入
閣
ド
ヴ
ク
事
業

全
作
い
ま
す
。
検
査
の
一
綴
害
総
肋
L

ま
す
の
で
‘
対
象
と
な
る
方
は
こ
的
機

会
に
後
輪
L
ま
し
ょ
う
句

V
対
象
次
的
努
持
を
ナ
〈
て
満
た
す

方
亡
、
ー
静
一
島
市
は
っ
き
1
お

rす。

ω日
叩
議
以
上
祐
歳
未
満
(
郎
総
以
上
叫
に

隊
制
約
認
後
を
長
け
E
い
る
方
は
跡
地
〈
)

丹
一
国
民
総
出
峨
保
険
機
保
険
務
寸
、
加
入

制
明
間
関
が
1
年
以
上
的
方
へ
酬
明
秘
的
山
知
十
4

V
脱
却
叫
制
定
綱
同
1
泊
2
n
u
-
-
日
コ
ー

ス
ム
古
川
町
1
0
0
h
H
可
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選

V
申
込
方
法
対
象
冊
一
常
は
は
ふ
附
か
ら

中
州
酬
や
鵠
州
各
の
滋
知
を
行
い
ま
す
。
持
品

輸
申
翁
移
民
、
必
幽
常
務
械
を
記
入
も
押
印

町
、
フ
之
、
日
月
刊
即
日
〈
問
ワ
必
議
)
ま

r

は
ゆ
病
M
m
子
2
8
5
8
+
市
役
所
間
関
係
部
品
成
単
品
叫
一
正
年
度
設
続
的
公
民
総
総
務
ル
忠
誠
応
募
骨
芽
教
の
場
合
は
叫
制
緩
や
侃
仰
い
、
申
し
込
ん
だ
方
は
先
憾
と
な
り
ま
℃

州
都
給
付
係
へ
鄭
泳
、
ま
た
は
持
参
し
て

a
を
世
帯
壊
し
設
す

E

山
川
内
け
お
自
端
ま
で
に
通
知
し
ま
す
か
な
お
、
お
子
さ
ま
連
れ
同
受
識
は
‘
一
浅

く
だ
き
い
c

人
と
人
ど
め
出
会
い
の
な
か
か
ら
、

v
r抽
出
議
淡
後
、
公
民
館
講
窓
受
講
成
く
幻
さ
い
。

wv
跨
い
合
わ
せ
間
関
係
部
品
市
総
給
付
係
訴
し
い
自
分
を
国
見
つ
け
て
み
ま
せ
ぺ
か
。
中
の
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
}
申

V
問
い
合
わ
せ
中
央
公
災
総

i
i
i
l
l
-
-
J
下
衰
の
識
経
内
容
を
ご
践
の
う
え
、
お

L
込

み

は

1

人

1

議

匝

吋

2

議

機

以

上

世

〈

獄

、

0

6

1

5

円
相
附
判
明
一
気
殺
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
6

J

川

|

仏

間

捌

弘

繍

一

V
対
象
市
内
在
で
5
か
R

月
間
継
続

kr

山
山

5

W

M
一

し

て

受

議

で

き

る

ガ

〈

付

記

謀

議

'

し

た

曜

日

制

献

納

一

重

量

び

受

講

で

き

ま

せ

λ
)

レ
恥
;
:
検
川
崎
~
遣
問
日
月
か
ら
平
成
立
年
3
n

3
m
d

一
v零
時
機
獄
中
央
会
内
総

w
m
m一
マ
受
講
料
2
0
6
0
m
門

ー

万

一

V
申
し
込
み
官
製
住
沼
田
ハ
が
キ
に
い
怯

柄
、
氏
名
、
年
齢
.
泣
話
番
号
、
議
機

名
を
現
総
し
、
山
川
内
6
口
口
(
金
梢
印

有
品
開
)
ま
で
に
筏
鈴
子
級
協
討
中
市
穴
公

開
凡
総
へ

義主

苦}ム国脈事傍若宙関宮思議

mw
丹
8
呂
、
中
最
威
内
で
交
通
競
艇

叩
丹
8
口
口
〈
悶
〉
〈
隊
小
火
的
場
合
拾
凶

av
中
童
話
訪
神
社
の
祭
礼
が
ω
什
わ
れ

ま
令
。
当
日
は
、
午
約
9
時
か
ら
午
後

Z
鋒
ま
ぞ
の
勝
、
ッ
T
品
問
漆
に
よ
る
神
輿

渡
御
‘
山
車
れ
き
の
た
め
、
中
堅
択
一
山
門

的
主
幹
融
道
路
は
車
問
地
問
付
規
制
が
い
付

わ
れ
ま
す
の
で
、
現
場
交
通
指
導
凸
民
的

指
示
に
ご
協
力
く
だ
き
い
"

ま
た
‘
午
後
記
時
か
ら
6
持
ま
で
、

神
校
時
引
内
で
素
人
筑
紫
大
会
会
事
納
寸

お
な
た
と

国民襲撃譲舘隣加入替の皆おんへ
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、ぇゆ

叫

注

渓

院

所

持

開
問
鉱
山
内
記
件
再
出
陣
胤
肉
日

除

隊

終

日

特

H
H

診

院

H
H

察
塚
市
内
出
丹
市
円
台
出
直
M
升

医

J
柄

拘

吋

絡

協

判

北

縦

揺

書

記

宇

判

官

設

問

滋

守

ふ

や

主

て

家

キ

キ

本

*

率

一

*

除

外

翁

援

総

務

野

菜

会

抗

議

し

子

院

仁

衿

〈

%

油

絵

病

繋

外

つ

筏

耐

閉

山

内

子

コ

様

子

会

合

法

務

ピ

荷

孫

仁

品

開

謀

殺

ア

科

品

科

陪

出

家

平

京

本

本

傘

本

事

*

る
た
め
、
中
燃
料
判
期
通
り
は
混
雑
が
予

想
き
れ
ま
す
a

車
判
的
犠
打
に
は
十
分

、
い
門
誌
窓
く
だ
さ
い
合

マ短搬入鶴ドックの験資内容

子供陽神輿波書軍経路
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瀦
北
品
開
ー
の
川
M
の
刊
印

〈
地
湖
北
制
執
務
ロ
徒
歩

2
分

恋

U
1
1
1
3
1

じ
あ
お
哲
学
簸

こ
れ
か
ら
父
親
・
品
州
統
に
な
る
方
へ

子
供
今
主
み
符
て
る
こ
と
が
、
ど
ん

な
じ
す
ば
ら
し
い
よ
と
在
、
ご
夫
総
で

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
s

ぜ
ひ
ご
夫
総

で
や
加
し
て
く
だ
さ
い
。

V
E
H
時
時
月
間
“
お
{
ゃ
ん
)
午
前
9
時
却

分
か
旬
日
時
間
山
分
ま
で
〈
受
け
付
け
は

滋
臼
会
総
で
午
線
9
昨
日
分
か
ら
)

V
内
容

ψ

平
時
ミ
リ
映
万

η
母
と
芯
z
的

治
円
十
な
し
*
指
ち
ゃ
ん
の
お
際
協
同
入

れ
十
刀
〈
耐
火
滋
)
キ
楠
怖
に
か
a

る
と
い
う
こ

と
は
(
話
〉
キ
そ
の
後
約
特
訓

福
〕
内
閣
制
]

V
時
欄
間
午
惜
別
9
時
泊
分
か
ら
H
H
時
鈎

分
ま
℃
〈
節
3
間
関
の
み
午
刊
担
1
時
か
ら

3
時
ま
ぞ
…

wv
持
品
世
母
子
総
隊
4
7
押
収
お
よ
び
筆
記

問
削
混
一
は
ね
時
間
同
持
事
。
輸
m
z
巡
回
は
パ
ス

通部長 与
器材雪 γエ
ム襲雪支え
h I警き好ブ
号みき

(3)鵠 9.10.守

タ
オ
ル
1
代
1

第
4
…
組
問
仰
は
、
さ
ん
し

事
1
5
0
四
位
、
糸
、
針
、
は
さ
み
、

マ
チ
叫
支
持
参
し
て
く
幻
さ
い
a

d

噌
磁
綴
学
級
旬
開
情

亦
ち
ゃ
ん
は
生
後
3
‘

4
か
同
月
に
仕

る
と
表
山
田
も
問
地
か
い
い
な
り
よ
く
笑
一
ヲ
よ

う
に
を
り
ま
す
企
削
除
後
セ
ン
タ
ー
で
は
、

帥
世
全
に
縄
問
て
て
い
〈
た
め
に
、
も
ヲ

一
皮
務
総
、
父
織
的
役
割
を
み
つ
め
な

お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

該
当
尽
に
殺
は
り
ら
れ
な
か
っ
た
方
も

ご
約
総
く
だ
さ
い
ω

マ
持
品
世
録
子
拙
融
緩
手
州
戦
、
隠
診
察

(
緩
い
聞
も
忘
れ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
〕

叫
守
備
剛
E
u
か
男
児
緩
線
路
建
窃
緩

v
w

め
時
期
め
点
ち
ゃ
ん
を
中
心
に
蔀
ち

ゃ
ん
体
織
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
配
を

よ
く
動
か
す
ニ
と
な
ど
、
お
母
さ
ん
の

wv
対
象
平
成
一
百
年

ln以
様
に
ゑ
ま

は
は
い
い
山
口
当
日
付
討
諮
問
め
崎
潤
組
閣
潮
崎
一
一

き
ま
す
c

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
白
磁
は
6
盟
問
問
以
上
あ
け
る
こ
と
)
。
保
縫
セ
ン
タ
}
で
は
、
心
的
協
み
を

マ
綴
畿
内
容
身
体
計
測
、
総
ち
ゃ
ん
対
象
児
に
は
滋
和
到
し
ま
す
。
悼
付
叩
た
方
の
た
め
に
絡
神
衛
魚
板
談
を

体
操
、
故
後
抑
制
裁
、
品
開
U
W
判
明
談
‘
係
機
マ
回
同
時
日
月
目
白
へ
本
)
、

u
n〈
大
〉
行
っ
て
い
ま
す
。
心
的
持
ち
方
や
考
え

締

約

判

明

誌

な

ど

キ

後

1
時
日
分
か
ら
2
持
制
分
ま
で
ガ
ひ
左
つ
で
ず
い
ぶ
ん
後
わ
る
も
の
せ

選
乳
児
輪
開
訟
は
母
港
帥
離
脱
胤
子
炉
恨
の
錦
町
科

V
持
品
世
母
子
帥
附
附
臓
手
桜
、
肉
体
抑
制
蛸
オ
ゅ
ひ
と
り
で
か
糊
ま
な
い
ぞ
然
削
礁
に
ご

券
(
3
1
6
か
月
路
、
9
3
日
か
完
治
〉
揮
下
柄
、
抗
議
そ
の
拙
中
訟
な
と
専
は
裂
く
だ
さ
い
。

を
品
判
開
哨
し
岡
部
療
機
関
で
受
け
ま

t
ょ
う
。
栄
治
医
に
相
絞
め
後
お
い
で
く
だ
さ
い
e

V
申
し
込
み
鐙
露
予
約
。

mu
時
を
詰

4
資

熔

滋

絞

白

日

韓

「

1
1剥
け
対
別
れ
釘
射
針
刻
一
1
4

知
ら
殺
し
ま
す
硲

一
γ
何
時
流
は
得
議

i
I
3
L
V襲
撃

内

芸

輸

出

遥

郎

先

殺

を
い
同
日
戸
時
幻
持
層
閤
頃
噂
器
用
)

め
ば
え
て
絵
界
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
国
明
こ
り
や
脳
同
掃
で
仏
関
λ
で
い
る
人
は

子
ど
も
か
ら
自
が
綴
せ
な
い
時
燃
で
大
い
ま
せ
ん
か

6

畿
日
は
熔
別
総
識
も
お

変
な
綴
泊
℃
す
が
、
議
本
的
を
食
品
伯
総
受
け
し
ま
す
の
で
お
細
川
戦
に
ど
マ
ヲ
ぞ
切

望
身
に
つ
け
恨
み
る
事
な
時
期
で

V
時
間
関
午
後
1
時
部
分
か
ら
3
時

す
a

〈
受
付
午
後
1
時
か
ら
1
時
初
分
〉

お

持;8
24麗57
もこ彰季巻

宅5 +t 
緒 z8

鞠
部
X
抽
将
棋
畿
に
よ
る
仕
制
緩
帥
開
放
念

叫
聞
を
下
車
靴
的
官
経
で
災
級
し
ま
す
。
ぜ

H
V
受
診
し
て
く
だ
き
い
。

数
人
投
川
附
出
柄
本
人
以
外
的
方
に
は
受
診

務
理
券
(
品
川
器
、
必
ず
悌
内
務
〉
を
送
付
し

ま
す
a

ま
史
的
歳
以
上
的
現
縁
者
を
品
川
畿

に
、
た
ん
的
検
索
(
枇
仰
が
ん
検
議
)
も
察

悼
惜
し
ま
す
の
で
写
品
暗
殺
さ
れ
る
ガ
は
受

付
に
申
L
倣
て
く
ど
事
い
。

軍
貸
付
時
間
午
前
9
時
間
叩
分
か
ら
ロ

時
加
分
‘
知
T
拡
M

l

時
か
ら
3
時

wv
浅
窓

*
m
胤
裁
は
ボ
タ
ン
類
の
な
い

も
主
義
用
し
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
、
ネ
ッ

ク
レ
ス
絡
は
避
け
て
〈
だ
さ
い
。
一
*
ト
ム

議
は
す
ぐ
吹
け
る
も
の
を
灘
織
し
て
〈

だ
さ
い
。
命
令
現
夜
、
M

臨
綴
中
ま
た
は
検

問
慨
し
た
と
成
わ
れ
る
入
品
、
6
か
月
N
M
m

ベ「
タ
一ン

"
…
繍

徳
一

中
山
…
量

時一つ

時
世
汁
竹

i

櫛
恥
一
日

蛇
柏
市
円
一

結
崎
市
一
毘

曹

は

り

4

喝
時
瞳
話
相
州
料
蛸
閉
鎖
受
品
問
問
跡
。

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
を
バ
ラ
ン
ス
い
い
し
ま
す
a

態
を
つ
く
り
ま
す
。

藤

メ

モ

窃

よ

く

食

言

。

市

V
Rば
】

』

主

牢

〈

す

る

品

W

ニ
げ
た
綴
金
容
吋
る

め
議
旬
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

1
釘
紡
本
以
上
柏
市
?
と
、
酸
媛
が
ん
、
出
向
・
魚
、
求
、
機
な
ど
内
総
け
と

ほ
と
ん
ど
の
が
ん
辻
、
日
中
級
発
見
、
総
ロ
ロ
…
同
ヒ
食
品
や
繰
り
淀
し
食
べ
を
附
仰
が
ん
に
な
り
や
す
い
状
態
は
し
ま
す
。
げ
に
は
、
絡
が
ん
物
品
械
が
含
ま
れ
て

学
問
削
治
綴
を
す
れ
ば
的
り
ま
す
。
ぞ
い
よ
ヲ
に
し
ま
し
ょ
う
。
⑨
滋
裁
の
ビ
タ
ミ
ン
と
儀
雄
策
の
も
碍
い
ま
す
。

の
た
め
に
必
畿
な
の
は
、
耽
北
側
剖
検
診
@
念
ベ
穐
象
者
滋
付
、
総
勝
は
鍛
え
め
令
書
く
と
る
③
か
び
の
生
え
た
も
時
日
注
意

絞
殺
け
る
こ
と
で
す
。
年
に
1
隠

は

に

官

夕

、

ミ

ン

A
、

c、
E
、

カ

ロ

チ

ン

ザ

l
ナ
ッ
、
と
フ
も
き
い

L
な
ど

湾

、

五

肺

な

ど

的

撃

を

侵

す

:

…

下

f

i

d

-

円
か
V
に
は
発
が
ん
物
質
が
あ

2

i70

ー
が
ん
事
。
一
瞬
m
w庇
¥
燃
ご
確
定
条
す
。

ま
た
、
も
う
一
つ
火
一
切
な
守
」
と
え

f
ん

い

た

川

一

ケ

ー

;

級

制

H

光
に
あ
た
り
滋
ぎ
な
い

t

ー
が
ん
は
ぷ
小
治
の
鼎
情
。
で
敏
一
り
ま
せ
ん
|

が
え
に
な
ら
な
い
ヱ
炎
告
す
る
こ
と

J

⑮
葱
緩
め
ス
ポ
ー
ツ
脅
す
る

で
す
。
次
に
あ
げ
る
泣
か
条
を
心
按
絞
八
分
呂
は
、
後
生
き
の
秘
け
つ
a

な
ど
は
、
が
ん
の
発
生
を
料
開
車
、
議
機
⑬
か
ち
だ
者
湧
潔
に

け
れ
ば
、
が
ん
の
削
%
く
ら
い
を
キ
殺
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概
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。
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滋
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伶
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す
。
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滋
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狭
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仲
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燃
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砂獲得 5000PW寄主ヨ・霊霊要議ft含む〉

砂申し込ゐ明問い合わ投 手薬害義

国昆年金霊童盟0472(23)2382

炉内機 務総重量徳一括支

砂問機仰向2481:1を"111'ヨ28Eヨの
お議議決控室包午後10寺30分から善寺

3O~ラ

1>舗脅高時 限銃撃義父等書異¥5(2事時J)

砂き豊富車料 3日間OF!C党議20をさ〉

1>$し込み・問い合わせ筏復1¥

fゴキに佼銭、 E玉名、lf-論告、 霊童話芸詩

告を明白日、 10i'寺泣く〉までc
tp議2607Cな〉我孫子的-バレパ人

.t}i才ンヲ事務開問(関)22∞へ

総力団翌五自史堅議決会議発足。 刑

事やE造事的魅!こかかわら字、暴力

sllに慾売するととでし止さら{鰐〉毒暴力

団道義章究機民会主義毒事務総世0472(54)

8930(ゴヨウ bヤクザ120)へご椴

議長く去ささし」

選挙
。我孫子1.::1立に販売i廷選菱総会様ガ

ら社会議l!ti1埋設整備護軍最lとと、禁事

itまつり必要望上金17コ1(泊OF号の襲撃
{百tJ35りEまし12，
。;こっんのlω母語まう会議から孝士

会議後E盤設整備喜譲受注にと4王

fIl(7.主主総オガ泌をつ殺しだ。

i違反建築防正議註
塑府立町出J

1989. 10. 1 (6) 

子宮
投手嘉手子ちでは、成2年4内線荷予定議後芸更のとおり務室長しま苓o

E主主芝、議案務総選義深の{思議義等号iと関する法律じろi霊奪還に禁事ブき、

による受験機微croえと災o察{宇を望事止さす母体毒事務t懇話l15もおわt企

て祭主義します。

ぞか闘力iことにり語襲撃霊ガでを君、 かつfr言要望緊なしに霊主要請還まIj1J可島主主主号室

@活字日UfU!2;立による出雲護!こ対応で務堂書

主主身体隊機種苦手穫の?みはそ受けている著書

砂務主義豪華警護・試畿内線等

1>雪量f茸期間 約民主・ 2究室詫毛主除き、 綴1i畠を室主1言。主主ヨ号、 E苦言襲授受験

101'寺28(問〉から10Fl128(耳つぎ するさl革、華道俗証怒喜壁〈葉遣詩書党込

での午露草99害11う午後4持(土器護 浅草望書〉、主主総J笛耳署員を空受験する害事

巴はi正午〉款でiごお総務部人事草案 は、さ主主菩j器等筆頭として緩められる

へ関係機嬬を持参lA芝蓄;こ怒り警を ことを縦貫する重量類宅を芸急対。〈疋だし

げ総げさ表す。 或草室長正開幕醤により縫護憲之さざる1患をき
傍受綴李主宰 言葉堅実陥込書i品、人務 iこはu議後おりません〉

護軍マヲミt;jしE量挙。滋草堂書i品、 湖、色 "守主主護憲 $込惑とき霊験禁1品切りは

綴(霊堂草案票の線分宅金む)1ごめ護主導 なぜ5ない。 議総長議霊遜O.ol語、閉

磁をel分でき己入し、きま真殺〈ラ 込医事!こ弱体隊警察署苦手銭安持率妻宅するq

イヌヨお♂ lこさ#主事無舗で貴重ぷ6m弓 妙霊式緩B 1日開22B(をヨ〉
|以内:こ長襲撃与しだものを織込書喜およ 惨滋霊童会著書 我孫子中学校

び受験警警の餅定の官三襲撃にのり勾け〉 炉問い合わ枝 子ち総務総人事課

火i附法律格和的関絵議:お-15:ぬ
柑つつじ荘体重意
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G空糊料子議入鰍江戸?ーで

dt崎 容 程 給 制 民 セ ン ヲ 間-11:30
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